
ユニバーサルデザインをオマージュ
するイノベーションを…

研究方針
• カタカナ語をわかりやすい日本語にリアルタ

イム翻訳する
→文章の理解度の変化を実証する
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今後の課題
・実証実験を行う

・ギャル語や方言など、他の意味が伝わりにくい
言語にも対応する

図１ 文化庁アンケート調査結果より独自に作成 [1]

日常会話でもカタカナ語
を多用する人の増加

カタカナ語を理解できず話を
理解できない人も増加

カタカナ語を日本語に同時翻訳
してスムーズな会話をサポート

イノベーション

技術革新

基礎知識
 カタカナ語の定義[2]
• 「外来語」(例)イノベーション、ゲレンデ

• 「和製英語」(例)アイスコーヒー、ホチキス

• 「日本独自の略語」(例)エアコン、パソコン

図３ 初期画面 図４ 音声認識中の画面 図５ 変換した後の画面

研究目的
• カタカナ語を同時翻訳してスムーズな会話を

補助する

図２ プログラムの遷移図

音声で入力する場合 テキストで入力する場合

図６ 初期画面 図７ 入力・変換後の画面

＜入力方法＞
・音声とテキストの

2種類の方法で入力

＜日本語の変換方法＞
・AIを用いた変換は時間が

かかるため、プログラム
内の辞書[3][4]と組み合
わせたハイブリッドな手
法を用いる

→応答の速さと正確性を
確保する

＜出力方法＞
・音声とテキストの

2種類の方法で出力


